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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
眠
る
湖
（
私
は
何
も
見
て
い
な
い
シ
リ
ー
ズ
３
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
２
７
５
Ｅ

【
作
者
名
】

　
き
り
も
ん
じ

【
あ
ら
す
じ
】

　
（
シ
ナ
リ
オ
）
北
陸
の
美
し
い
湖
で
事
故
死
が
続
く
。
氷
が
解
け
る
頃
、
美

し
い
女
性
の
氷
結
死
体
が
上
が
っ
た
。
自
殺
か
他
殺
か
？
事
故
死
な
の
か
？
謎

が
潜
む
眠
る
湖
に
深
い
怨
念
が
沈
ん
で
い
く
。
（
作
き
り
も
ん
じ
）
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湖
へ
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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湖
へ

○
湖

ま
だ
残
雪
の
あ
る
山
麓
の
湖
。

小
春
日
和
で
あ
る
。

○
湖
岸

氷
の
張
っ
た
湖
。

桜
並
木
を
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
老
人
（
東
山
）
が
歩
い
て
い
る
。

老
人
、
岸
辺
を
見
、
は
っ
と
立
ち
止
ま
る
。

氷
面
へ
下
り
か
が
み
こ
む
。

帽
子
を
掴
み
氷
の
面
を
磨
く
。

氷
に
閉
ざ
さ
れ
た
美
し
い
女
性
の
顔
。

着
物
姿
の
各
務
原
悦
子
（
２
５
才
）
で
あ
る
。

老
人
大
い
に
驚
き
慌
て
る
。

○
水
中

水
中
で
セ
ー
ラ
ー
服
の
女
生
徒
（
１
８
歳
の
悦
子
）
が
、

男
子
生
徒
（
山
本
太
一
）
の
背
中
を
蹴
り
沈
め
て
い
る
。

○
タ
イ
ト
ル

『
眠
る
湖
』

○
タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク

水
中
の
二
人
。

や
が
て
男
子
生
徒
は
下
に
沈
み
、

女
子
生
徒
は
浮
上
す
る
。
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○
水
面

浮
上
し
た
女
子
生
徒
（
悦
子
）
の
顔
。

大
き
く
息
を
つ
い
で
ゆ
っ
く
り
と
湖
岸
へ
泳
ぐ
悦
子
。

遠
く
に
ボ
ー
ト
が
見
え
る
。

○
湖
岸

湖
岸
の
岩
に
泳
ぎ
着
き
力
尽
き
て
岩
に
つ
か
ま
り
気
を
失
う
悦
子
。

○
湖

新
緑
に
映
え
る
美
し
い
湖
の
遠
景
。

○
山
道

４
駆
の
バ
ン
が
走
っ
て
い
る
。

○
車
、
フ
ロ
ン
ト

丸
商
陸
上
部
の
監
督
山
下
俊
介
が
運
転
し
て
い
る
。

助
手
席
に
鈴
木
隼
人
。
皆
ジ
ャ
ー
ジ
を
着
て
い
る
。

○
車
内

中
座
席
に
各
務
原
悦
子
と
山
本
太
一
。

後
部
座
席
に
中
村
瞳
と
竹
内
佳
子
が
座
っ
て
い
る
。

皆
楽
し
そ
う
で
あ
る
。

（
山
下
）
「
今
年
の
３
年
生
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
が

最
高
だ
っ
た
な
。
鈴
木
と
中
村
、
ご
く
ろ
う
さ
ん
」

皆
、
拍
手
す
る
。

（
鈴
木
と
瞳
）
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

（
山
下
）
「
い
よ
い
よ
卒
業
だ
。
就
職
の
ほ
う
は
ど
う
だ
？
」
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（
瞳
）
「
農
協
の
職
員
に
決
ま
り
ま
し
た
」

（
皆
）
「
ほ
う
！
」

（
山
下
）
「
そ
う
か
、
そ
れ
は
お
め
で
と
う
！
」

皆
、
拍
手
す
る
。

（
鈴
木
）
「
俺
、
警
察
官
に
な
ろ
う
と
思
う
て
試
験
受
け
る
。

だ
め
だ
っ
た
ら
車
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
」

皆
、
笑
う
。

（
山
下
）
「
そ
う
か
、
が
ん
ば
れ
よ
」

（
山
本
）
「
俺
、
家
手
伝
え
と
言
わ
れ
と
る
」

（
山
下
）
「
農
家
じ
ゃ
っ
た
の
お
前
ん
と
こ
。
大
事
な
後
継
者
じ
ゃ
」

（
佳
子
）
「
私
も
後
継
者
。
美
容
師
に
な
る
の
」

（
山
下
）
「
そ
う
か
、
専
門
学
校
じ
ゃ
の
。
が
ん
ば
り
ゃ
あ
。
各
務
原
は
？
」

（
悦
子
）
「
私
は
、
何
も
ま
だ
決
め
と
ら
ん
」

（
山
下
）
「
そ
う
か
。
い
ま
ど
き
ゃ
バ
イ
ト
で
も
何
で
も
あ
り
ゃ
あ
。
お
母
さ

ん
は
？
」

（
悦
子
）
「
海
女
の
仕
事
だ
け
は
さ
せ
ん
と
言
う
と
る
」

（
山
下
）
「
そ
う
か
。
お
前
ん
と
こ
女
手
ひ
と
つ
で
大
変
じ
ゃ
も
ん
ナ
。
は
よ
、

楽
さ
し
ち
ゃ
り
や
」

悦
子
、
複
雑
な
顔
を
す
る
。

車
、
急
カ
ー
ブ
で
大
き
く
揺
れ
る
。

（
皆
）
「
ワ
ー
！
キ
ャ
ー
！
先
生
！
ハ
ハ
ハ
！
」
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湖
へ
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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キ
ャ
ン
プ
場
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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キ
ャ
ン
プ
場

○
湖
岸

鏡
湖
の
表
示
が
見
え
る
。

左
手
キ
ャ
ン
プ
場
の
矢
印
。

四
輪
駆
動
車
バ
ン
が
走
っ
て
き
て

キ
ャ
ン
プ
場
へ
と
曲
が
る
。

○
キ
ャ
ン
プ
場

バ
ン
が
走
っ
て
き
て
止
ま
る
。

全
ド
ア
が
開
い
て
６
人
飛
び
出
し
、

後
部
ド
ア
に
集
ま
る
。

山
下
、
後
部
ド
ア
を
開
け
な
が
ら
、

（
山
下
）
「
男
ど
も
は
炭
焼
き
コ
ン
ロ
を
セ
ッ
ト
。

女
た
ち
は
こ
の
ク
ー
ラ
ー
を
運
ん
で
、

中
の
肉
を
串
刺
し
に
し
て
く
れ
」

（
皆
）
「
ハ
ー
イ
！
」

山
下
、
鈴
木
、
山
本
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
を
運
ぶ
。

悦
子
、
佳
子
、
瞳
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
運
ぶ
。

悦
子
、
ク
ー
ラ
ー
を
開
け
て
、

（
悦
子
）
「
わ
っ
、
す
ご
い
お
肉
」

（
佳
子
）
「
山
下
先
生
、
相
当
張
り
込
ん
だ
」

（
瞳
）
「
安
い
給
料
な
の
に
」

３
人
、
食
材
を
出
し
な
が
ら
笑
う
。

３
人
、
肉
と
た
ま
ね
ぎ
、
ピ
ー
マ
ン
を
串
に
刺
し
て
い
く
。
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（
瞳
）
「
山
下
先
生
い
つ
田
中
先
生
と
結
婚
す
る
ん
か
な
？
」

（
佳
子
）
「
え
っ
、
も
う
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
た
の
？
」

悦
子
が
き
っ
と
に
ら
む
。

向
こ
う
で
男
３
人
が
コ
ン
ロ
を
セ
ッ
ト
し
て
い
る
。

（
瞳
）
「
こ
の
間
、
中
央
商
店
街
で
２
人
歩
い
て
い
る
の

誰
か
見
た
っ
て
言
う
て
た
。
楽
し
そ
う
や
っ
た
っ
て
」

（
悦
子
）
「
そ
ん
な
も
ん
。
な
か
な
か
結
婚
な
ん
て

で
け
ん
わ
。
ふ
ん
、
早
う
食
べ
よ
」

悦
子
、
串
を
大
皿
に
載
せ
て
運
ぶ
。

瞳
と
佳
子
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

男
３
人
、
セ
ッ
ト
を
組
み
立
て
て
い
る
。

（
山
下
）
「
そ
っ
ち
の
脚
、
ち
ゃ
ん
と
組
ん
で
、
鈴
木
」

（
鈴
木
）
「
こ
う
で
す
ね
」

山
本
、
悦
子
を
気
に
し
な
が
ら
炭
を
掴
み
コ
ン
ロ
に
入
れ
て
い
る
。

（
山
本
）
「
炭
、
こ
ん
な
も
ん
で
い
い
で
す
か
？
」

（
山
下
）
「
あ
あ
、
Ｏ
Ｋ
」

山
下
、
悦
子
を
見
な
が
ら
微
笑
む
。

山
本
、
む
っ
と
す
る
。

山
下
、
炭
に
着
火
す
る
。

（
山
下
）
「
よ
し
よ
し
こ
の
調
子
。
炭
は
こ
の
く
ら
い
で
い
い
」

瞳
が
串
を
持
っ
て
悦
子
と
並
ぶ
。

佳
子
、
ク
ー
ラ
ー
か
ら
ジ
ュ
ー
ス
と
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
く
る
。
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（
山
下
）
「
さ
あ
皆
、
集
ま
っ
て
。
適
当
に
座
ろ
う
」

コ
ン
ロ
を
囲
ん
で
山
下
の
両
脇
に
瞳
と
佳
子
。

瞳
の
隣
が
鈴
木
、
そ
の
横
、
山
本
。

佳
子
の
隣
が
悦
子
、
そ
し
て
山
本
。

佳
子
、
ジ
ュ
ー
ス
を
紙
コ
ッ
プ
に
注
ぐ
。

（
佳
子
）
「
先
生
、
は
い
ビ
ー
ル
！
」

山
下
、
受
け
取
り
な
が
ら
。

（
山
下
）
「
ビ
ー
ル
は
な
い
や
ろ
」

（
瞳
）
「
ジ
ュ
ー
ス
で
す
」

皆
笑
う
。

コ
ッ
プ
が
い
き
わ
た
り
。

（
鈴
木
）
「
と
に
か
く
乾
杯
し
ま
し
ょ
う
！
」

（
皆
）
「
賛
成
！
」

皆
、
コ
ッ
プ
も
っ
て
立
ち
上
が
る
。
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キ
ャ
ン
プ
場
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

○
キ
ャ
ン
プ
場

６
人
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
い
る
。

皆
、
立
ち
上
が
っ
て
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
い
る
。

（
鈴
木
）
「
先
生
、
あ
い
さ
つ
」

（
山
下
）
「
お
お
、
そ
れ
じ
ゃ
。
と
に
か
く
３
年
間
、

ほ
ん
と
に
苦
し
か
っ
た
が
、
ま
、
楽
し
く
も
あ
っ
た
。

み
ん
な
、
卒
業
し
て
か
ら
も
し
っ
か
り
が
ん
ば
っ
て
く
れ
。

そ
れ
じ
ゃ
、
乾
杯
！
」

（
皆
）
「
乾
杯
！
」

皆
、
コ
ッ
プ
を
あ
け
る
。

（
山
本
）
「
そ
れ
っ
て
、
陸
上
部
万
歳
！
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」

（
山
下
）
「
あ
、
そ
う
か
も
し
れ
ん
な
。
と
に
か
く
皆
、

ほ
ん
と
に
ご
苦
労
さ
ん
。
は
い
、
拍
手
！
」

皆
、
拍
手
し
座
る
。

炭
火
が
赤
々
と
燃
え
て
い
る
。

（
山
下
）
「
そ
れ
で
は
今
日
は
た
ら
ふ
く
食
べ
て
く
れ
。

皆
、
お
れ
の
お
ご
り
だ
」

（
皆
）
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

串
が
金
網
の
上
に
な
ら
べ
ら
れ
る
。

い
い
香
り
が
漂
う
。

（
山
本
）
「
う
ま
そ
う
で
す
ね
」
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（
山
下
）
「
ふ
む
。
そ
れ
じ
ゃ
、
み
ん
な
、
た
べ
よ
う
！
」

（
全
員
）
「
オ
ー
ッ
」

全
員
、
串
を
ひ
と
つ
ず
つ
取
り
、
食
べ
始
め
る
。

（
瞳
）
「
い
や
ー
。
こ
れ
ま
だ
生
焼
け
」

（
鈴
木
）
「
じ
ゃ
、
こ
れ
あ
げ
る
よ
」

（
瞳
）
「
あ
り
が
と
う
」

瞳
、
串
を
手
に
し
て
、

（
瞳
）
「
先
生
、
質
問
が
あ
り
ま
す
？
」

山
下
、
串
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
、

（
山
下
）
「
お
っ
、
な
ん
だ
？
」

悦
子
の
目
が
走
る
。

（
瞳
）
「
い
つ
田
中
先
生
と
結
婚
な
さ
る
ん
で
す
か
？
」

山
下
、
つ
ま
る
。

皆
、
食
べ
る
の
や
め
る
。

悦
子
、
山
下
、
一
瞬
火
花
散
る
。

（
山
下
）
「
う
っ
、
や
ぶ
か
ら
ぼ
う
に
な
ん
だ
。

結
婚
？
田
中
先
生
と
俺
が
？
」

山
下
、
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む
。

（
山
下
）
「
あ
ー
、
の
ど
が
つ
ま
っ
た
。
そ
れ
は
な
い
」

（
佳
子
）
「
ほ
ん
と
う
で
す
か
？
」

（
山
下
）
「
誰
か
い
い
人
が
い
る
み
た
い
だ
、
田
中
先
生
に
は
」

（
佳
子
）
「
と
い
う
こ
と
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
た
ん
で
す
ね
？
」

山
下
、
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む
。
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（
山
下
）
「
こ
れ
以
上
こ
の
質
問
は
な
し
。
あ
ー
、
の
ど
が
つ
ま
っ
た
」

山
下
を
に
ら
む
悦
子
。

そ
の
悦
子
を
じ
っ
と
見
つ
め
る

瞳
と
佳
子
の
い
ぶ
か
し
げ
に
見
合
す
顔
。

皆
、
串
を
食
べ
始
め
る
。

○
タ
イ
ト
ル

『
そ
れ
か
ら
数
日
後
』

○
タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク

新
緑
に
映
え
る
美
し
い
湖
の
遠
景
。
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バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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釣
り
場
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す
。
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釣
り
場

○
湖
岸
、
釣
り
場

岩
場
、
周
り
に
葦
が
生
え
て
い
る
。

東
山
老
人
が
孫
娘
ア
キ
と
釣
り
を
し
て
い
る
。

は
る
か
遠
く
に
ボ
ー
ト
が
見
え
る
。

ボ
ー
ト
の
男
の
子
が
立
ち
上
が
る
。

女
の
子
も
立
ち
上
が
り
、
二
人
争
う
。

弾
み
で
二
人
水
中
に
投
げ
出
さ
れ
る
。

遠
く
で
よ
く
見
え
な
い
。

ア
キ
、
ボ
ー
ト
の
ほ
う
を
眺
め
る
が
、

気
付
か
ず
、
釣
り
糸
に
集
中
す
る
。

老
人
は
ず
っ
と
釣
り
糸
を
見
て
い
る
。

ア
キ
、
再
び
ボ
ー
ト
を
見
る
。

ア
キ
、
又
釣
り
糸
を
見
つ
め
る
。

ボ
ー
ト
が
近
づ
い
て
き
て
い
る
。

ア
キ
、
ボ
ー
ト
に
気
づ
き
、

（
ア
キ
）
「
お
ふ
ね
？
」

ア
キ
、
老
人
を
見
る
。

老
人
、
釣
り
糸
に
集
中
し
て
い
る
。

（
老
人
）
「
ふ
む
」

ボ
ー
ト
も
っ
と
近
づ
く
。

ア
キ
、
声
高
に
叫
ぶ
。
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（
ア
キ
）
「
じ
い
じ
、
お
ふ
ね
！
」

老
人
、
ボ
ー
ト
に
気
付
い
て
釣
竿
を
置
く
。

ア
キ
も
釣
竿
を
置
く
。

二
人
、
立
ち
上
が
り
ボ
ー
ト
に
近
づ
く
。

（
老
人
）
「
は
て
？
誰
も
乗
っ
て
お
ら
ん
ぞ
？
」

老
人
、
竿
を
取
り
に
戻
り
ボ
ー
ト
に
あ
て

手
前
に
寄
せ
る
。

ボ
ー
ト
に
は
か
な
り
の
水
が
入
っ
て
い
る
。

老
人
と
ア
キ
、
覗
き
込
む
。

中
の
水
に
浮
か
ぶ
大
き
な
空
瓶
。

（
ア
キ
）
「
じ
い
じ
、
こ
れ
な
に
？
」

老
人
、
手
に
取
り
目
を
細
め
て
見
る
。

（
老
人
）
「
睡
眠
薬
じ
ゃ
。
ま
、
と
に
か
く
、

警
察
に
電
話
じ
ゃ
。
ア
キ
、
帰
る
ぞ
」

（
ア
キ
）
「
う
ん
」

二
人
、
竿
を
手
に
釣
り
場
を
去
る
。

○
山
道

パ
ト
カ
ー
と
救
急
車
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
走
っ
て
い
く
。

○
湖
岸

パ
ト
カ
ー
と
救
急
車
が
い
く
。

○
同
、
釣
り
場

ボ
ー
ト
の
周
り
に
警
官
と
救
急
隊
が
い
る
。

木
村
刑
事
、
山
田
刑
事
が
い
る
。
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（
山
田
）
「
投
身
自
殺
で
し
ょ
う
か
？
」

（
木
村
）
「
ま
あ
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
」

木
村
の
携
帯
が
鳴
る
。

（
木
村
）
「
は
い
、
木
村
だ
」

（
携
帯
の
声
）
「
３
０
０
メ
ー
ト
ル
東
方
の
岩
場
に

女
性
が
一
人
倒
れ
て
い
ま
す
。
担
架
、
願
い
ま
す
」

（
木
村
）
「
息
は
あ
る
の
か
？
」

（
声
）
「
息
は
あ
り
ま
す
」

（
木
村
）
「
よ
し
、
了
解
！
担
架
！
急
げ
、
こ
っ
ち
だ
！
」

木
村
、
山
田
、
葦
の
岩
場
を
走
る
。

担
架
も
走
っ
て
付
い
て
い
く
。
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釣
り
場
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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無
理
心
中
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。



23

無
理
心
中

○
同
、
岩
場

女
性
と
が
１
人
倒
れ
て
い
る
。
半
身
水
の
中
。

警
官
が
し
ゃ
が
ん
で
い
る
。

木
村
、
山
田
と
担
架
が
来
る
。

（
警
官
）
「
ま
だ
息
が
あ
り
ま
す
」

（
木
村
）
「
ふ
む
」

木
村
、
し
ゃ
が
む
。
大
声
で
、

（
木
村
）
「
大
丈
夫
か
？
お
い
、
聞
こ
え
る
か
？
」

悦
子
、
ゆ
っ
く
り
目
を
開
け
る
。

か
細
い
声
で
、

（
悦
子
）
「
山
本
君
は
ど
う
な
り
ま
し
た
？
」

（
木
村
）
「
な
に
？
山
本
？
も
う
一
人
い
た
の
か
？
え
っ
、
お
い
」

悦
子
、
ゆ
っ
く
り
と
う
な
ず
く
。

（
木
村
）
「
担
架
、
大
至
急
病
院
へ
！
」

担
架
が
置
か
れ
る
。

木
村
刑
事
、
警
官
に
、

（
木
村
）
「
も
う
一
人
い
る
ら
し
い
。

付
近
を
徹
底
的
に
捜
し
て
み
て
く
れ
」

（
警
官
）
「
は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
！
」

敬
礼
し
て
走
り
去
る
警
官
。

悦
子
が
担
架
に
乗
せ
ら
れ
て
い
る
。
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（
木
村
）
「
山
田
、
潜
水
班
に
待
機
を
頼
ん
ど
い
て
く
れ
」

（
山
田
）
「
は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
」

山
田
、
携
帯
を
か
け
る
。

担
架
、
悦
子
を
乗
せ
て
走
り
去
る
。

木
村
、
じ
っ
と
湖
面
を
見
詰
め
て
い
る
。

○
岩
場
、
夜

夜
間
照
明
が
岩
場
を
照
ら
し
て
い
る
。

パ
ト
カ
ー
、
救
急
車
が
止
ま
っ
て
い
て
、

警
官
他
十
数
名
が
い
る
。

（
警
官
）
「
見
つ
か
っ
た
ぞ
ー
っ
！
」

ざ
わ
め
く
人
垣
。

木
村
、
山
田
、
岩
場
の
先
端
に
い
る
。

脇
に
担
架
が
控
え
て
い
る
。

照
明
、
水
面
を
照
ら
す
。

潜
水
夫
二
人
が
男
子
生
徒
を
担
い
で
現
れ
る
。

（
警
官
）
「
だ
め
か
？
」

潜
水
夫
、
頭
を
横
に
振
る
。

ざ
わ
め
く
人
垣
。

担
架
に
移
さ
れ
る
遺
体
。
白
衣
の
検
視
。

（
警
官
）
「
だ
め
だ
、
一
人
死
亡
！
」

ざ
わ
め
く
人
垣
。

○
病
院
、
外

丸
岡
救
急
病
院
の
看
板
が
見
え
る
。
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○
同
、
個
室
、
内

悦
子
が
ベ
ッ
ド
で
眠
っ
て
い
る
。

母
、
恵
が
付
き
添
っ
て
い
る
。

医
師
と
看
護
婦
が
診
て
い
る
。

木
村
と
山
田
が
入
っ
て
く
る
。

（
木
村
）
「
失
礼
し
ま
す
。
も
う
聞
き
取
り
大
丈
夫
で
す
ね
」

（
医
師
）
「
え
え
、
睡
眠
薬
は
全
部
吐
き
出
し
て
ま
す
し
、

水
も
ほ
と
ん
ど
飲
ん
で
ま
せ
ん
。
大
丈
夫
で
し
ょ
う
」

（
木
村
）
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

医
師
と
看
護
婦
で
て
い
く
。

木
村
と
山
田
、
ベ
ッ
ド
に
近
づ
く
。

恵
、
出
て
行
こ
う
と
す
る
。

（
木
村
）
「
お
母
さ
ん
の
恵
さ
ん
で
す
ね
。

差
し
支
え
な
け
れ
ば
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」

恵
、
目
礼
し
て
そ
の
ま
ま
椅
子
に
座
り
な
お
す
。
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無
理
心
中
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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そ
れ
か
ら
７
年
後
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す
。
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そ
れ
か
ら
７
年
後

○
病
院
、
個
室
、
内

悦
子
が
ベ
ッ
ド
に
眠
っ
て
い
る
。

母
恵
と
木
村
刑
事
が
見
守
っ
て
い
る
。

（
悦
子
）
「
・
・
・
・
む
」

悦
子
、
目
を
覚
ま
す
。

恵
、
覗
き
込
む
。

（
恵
）
「
悦
子
、
目
が
覚
め
た
？
気
分
は
？
」

（
悦
子
）
「
大
丈
夫
よ
。
と
に
か
く
、
す
ご
く
疲
れ
た
」

木
村
、
割
っ
て
は
い
る
。
手
帳
を
見
せ
な
が
ら
、

（
木
村
）
「
福
井
県
警
の
木
村
と
申
し
ま
す
が
、
ほ
ん
と
う
に

お
疲
れ
の
所
す
み
ま
せ
ん
。
山
本
太
一
君
は
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
」

悦
子
、
視
線
を
そ
ら
せ
て
、

（
悦
子
）
「
そ
う
で
す
か
」

（
木
村
）
「
・
・
・
・
・
」

（
悦
子
）
「
山
本
君
、
一
緒
に
死
の
う
と
言
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。

二
人
で
睡
眠
薬
を
飲
ん
で
湖
に
飛
び
込
み
ま
し
た
」

（
木
村
）
「
・
・
・
・
・
」

（
悦
子
）
「
後
の
事
は
何
も
覚
え
て
ま
せ
ん
」

悦
子
、
木
村
を
弱
々
し
く
見
つ
め
る
。

（
木
村
）
「
そ
う
で
す
か
。
山
本
太
一
君
の
部
屋
か
ら
日
記
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
あ
な
た
を
慕
う
言
葉
ば
か
り
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
」
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（
悦
子
）
「
・
・
・
・
・
」

（
木
村
）
「
事
件
前
日
の
最
終
頁
に
は
、
悦
子
さ
ん
と
一
緒
に

死
ぬ
ん
だ
と
い
う
決
意
が
び
っ
し
り
と
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
」

（
悦
子
）
「
・
・
・
・
・
」

（
木
村
）
「
覚
悟
の
自
殺
だ
っ
た
ん
で
す
ね
？
」

悦
子
、
視
線
を
木
村
に
移
し
、
ゆ
っ
く
り
と
う
な
づ
く
。

（
木
村
）
「
わ
か
り
ま
し
た
。
ほ
ん
と
に
お
疲
れ
の
と
こ
ろ

す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
は
お
大
事
に
。
失
礼
し
ま
す
」

木
村
と
山
田
、
恵
に
目
礼
し
て
去
る
。

恵
、
二
人
出
て
行
っ
た
の
を
確
か
め
て
か
ら
、

（
恵
）
「
ほ
ん
と
う
な
の
？
悦
子
？
」

悦
子
、
目
を
つ
む
り
ゆ
っ
く
り
と
う
な
づ
く
。

○
タ
イ
ト
ル

『
そ
れ
か
ら
７
年
後
』

○
タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク

美
し
い
も
み
じ
の
山
な
み
。

山
間
の
小
都
市
を
望
む
。

○
ス
ー
パ
ー
、
外

小
さ
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。

車
が
数
台
止
ま
っ
て
い
る
。

○
同
、
店
内

山
下
が
身
重
の
妻
絹
江
と
買
い
物
を
し
て
い
る
。

カ
ー
ト
を
押
す
山
下
。
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カ
ー
ト
に
は
食
材
が
一
杯
。

（
山
下
）
「
絹
江
、
も
う
こ
れ
で
全
部
か
？
」

（
絹
江
）
「
ま
だ
あ
る
わ
。
先
に
レ
ジ
で
並
ん
で
て
」

（
山
下
）
「
あ
あ
」

絹
江
、
奥
へ
去
る
。
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そ
れ
か
ら
７
年
後
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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再
会
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す
。
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再
会

○
ス
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
店
内
、
レ
ジ
前

山
下
レ
ジ
に
並
ぶ
。

髪
を
ア
ッ
プ
に
し
て
美
し
く
化
粧
し
た
悦
子
が
レ
ジ
に
い
る
。

（
悦
子
）
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
カ
ー
ド
お
持
ち
で
す
か
？
」

山
下
、
カ
ー
ド
を
出
す
。

（
悦
子
）
「
お
預
か
り
し
ま
す
」

悦
子
、
カ
ー
ド
を
通
す
。

（
山
下
）
「
・
・
・
・
・
」

悦
子
、
カ
ー
ド
を
返
す
。

（
悦
子
）
「
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
山
下
先
生
」

山
下
、
悦
子
を
ま
じ
ま
じ
と
見
る
。

（
山
下
）
「
え
っ
？
か
、
各
務
原
！
」

（
悦
子
）
「
い
つ
か
、
お
会
い
で
き
る
と
思
っ
て
、

こ
の
町
へ
越
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
」

悦
子
、
紙
片
を
渡
す
。

山
下
、
ま
だ
驚
い
て
い
る
。

悦
子
、
食
材
を
バ
ー
コ
ー
ド
に
通
し
て
い
る
。

山
下
、
紙
片
を
手
に
し
た
ま
ま
見
と
れ
て
い
る
。

悦
子
、
目
を
合
わ
せ
て
微
笑
む
。

（
悦
子
）
「
以
上
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
？
」

山
下
、
我
に
返
り
紙
片
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
。
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そ
こ
へ
、
絹
江
が
ポ
ン
酢
の
瓶
を
持
っ
て
く
る
。

（
絹
江
）
「
こ
れ
を
追
加
し
て
く
だ
さ
い
。
す
い
ま
せ
ん
」

悦
子
、
瓶
を
受
け
取
り
バ
ー
コ
ー
ド
に
通
す
。

（
悦
子
）
「
以
上
で
す
ね
？
」

悦
子
、
二
人
を
見
る
。

二
人
、
悦
子
に
見
と
れ
て
い
る
。

（
絹
江
）
「
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
各
務
原
さ
ん
？
陸
上
部
の
？
」

悦
子
、
微
笑
み
う
な
づ
く
。

（
悦
子
）
「
そ
う
で
す
、
田
中
先
生
、
ご
ぶ
さ
た
し
て
ま
す
。

こ
の
町
へ
越
し
て
き
ま
し
た
」

山
下
、
絹
江
、
顔
を
見
合
す
。

（
悦
子
）
「
全
部
で
９
８
３
０
円
に
な
り
ま
す
」

山
下
、
財
布
か
ら
一
万
円
札
を
出
す
。

絹
江
、
カ
ー
ト
を
押
し
て
レ
ジ
を
抜
け
る
。

悦
子
、
山
下
に
つ
り
銭
を
渡
し
て
、

（
悦
子
）
「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
お
こ
し
く
だ
さ
い
」

悦
子
、
次
の
客
に
対
応
す
る
。

（
悦
子
）
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
カ
ー
ド
お
持
ち
で
す
か
？
」

ま
だ
驚
い
て
い
る
山
下
の
顔
。

○
同
、
外

山
下
、
カ
ー
ト
を
押
し
て
い
る
。

絹
江
が
並
ん
で
歩
い
て
い
る
。
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（
絹
江
）
「
各
務
原
さ
ん
、
す
ご
く
き
れ
い
に
な
っ
た
み
た
い
？
ね
」

（
山
下
）
「
あ
あ
、
び
っ
く
り
し
た
」

（
絹
江
）
「
気
が
付
か
な
か
っ
た
の
？
」

（
山
下
）
「
全
然
。
山
下
先
生
て
言
わ
れ
て
、
ま
じ
ま
じ
と
覗
き
込
ん
だ
よ
」

（
絹
江
）
「
教
え
子
が
綺
麗
に
な
る
っ
て
い
い
こ
と
だ
わ
」

（
山
下
）
「
そ
、
そ
う
だ
な
」

○
同
、
駐
車
場

二
人
、
四
駆
の
バ
ン
の
所
ま
で
来
る
。

山
下
、
助
手
席
を
開
け
て
絹
江
を
乗
せ
る
。

（
絹
江
）
「
Ｏ
Ｋ
，
大
丈
夫
よ
」

（
山
下
）
「
袋
、
全
部
う
し
ろ
に
置
く
ぞ
」

山
下
、
サ
イ
ド
ド
ア
を
開
け
る
。

カ
ー
ト
の
食
材
を
移
す
。

（
絹
江
）
「
お
豆
腐
と
卵
を
、
つ
ぶ
さ
な
い
よ
う
に
ね
」

（
山
下
）
「
あ
あ
、
わ
か
っ
て
る
」

袋
を
積
み
上
げ
な
が
ら
こ
わ
ば
る
山
下
の
顔
。

（
山
下
）
「
・
・
・
・
・
・
く
そ
っ
！
」
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再
会
（
後
書
き
）

つ
づ
く



37

月
光
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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月
光

○
電
話
ボ
ッ
ク
ス
、
外
、
夜

山
下
が
話
し
て
い
る
。

○
同
、
内
、
夜

山
下
が
話
し
て
い
る
。

（
山
下
）
「
ど
う
し
た
ん
だ
い
っ
た
い
？
」

（
悦
子
の
声
）
「
べ
つ
に
。
あ
な
た
に
会
い
た
か
っ
た
だ
け
」

（
山
下
）
「
も
う
す
ぐ
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
ん
だ
。

か
ん
べ
ん
し
て
く
れ
よ
。
話
は
あ
の
時
つ
け
た
は
ず
だ
」

（
悦
子
の
声
）
「
あ
の
時
は
ま
だ
、
私
も
子
ど
も
だ
っ
た
か
ら
」

（
山
下
）
「
今
は
違
う
と
言
う
の
か
？
」

（
悦
子
の
声
）
「
ゆ
っ
く
り
と
話
し
た
い
の
。
昔
の
山
下
先
生
と
」

（
山
下
）
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
。
う
ー
ん
。

と
に
か
く
も
う
一
度
す
ぐ
か
け
な
お
す
」

山
下
、
受
話
器
を
か
け
、
す
ば
や
く
手
帳
を
め
く
る
。

意
を
決
し
て
電
話
を
か
け
る
。

（
山
下
）
「
来
週
の
金
曜
の
夜
８
時
。
ス
ー
パ
ー
向
か
い
の

コ
ン
ビ
ニ
で
待
っ
て
て
く
れ
。
車
で
行
く
」

（
悦
子
の
声
）
「
わ
か
っ
た
わ
。
来
週
の
金
曜
の
夜
８
時
。
コ
ン
ビ
ニ
で
」

山
下
、
受
話
器
を
置
き
。
殺
意
の
顔
で
、

（
山
下
）
「
く
そ
っ
、
な
ん
と
か
せ
ね
ば
。
一
生
付
き
ま
と
わ
れ
る
」
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○
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
外

山
下
の
四
駆
が
止
ま
っ
て
い
る
。

山
下
、
ス
コ
ッ
プ
、
つ
る
は
し
、
ロ
ー
プ
を
抱
え
て
店
か
ら
出
て
く
る
。

後
部
ド
ア
を
開
け
て
積
み
込
む
。

（
山
下
）
「
こ
れ
で
よ
し
、
と
」

○
コ
ン
ビ
ニ
、
外
、
夜

店
内
に
悦
子
が
見
え
る
。

山
下
の
四
駆
が
走
り
来
て
止
ま
る
。

店
内
か
ら
悦
子
、
走
り
出
て
助
手
席
に
か
け
乗
る
。

山
下
、
周
囲
に
目
配
っ
て
い
る
。

○
車
内
、
夜

山
下
予
悦
子
の
頭
越
し
に
ス
コ
ッ
プ
が
見
え
る
。

（
山
下
）
「
ど
こ
へ
行
く
？
悦
子
」

（
悦
子
）
「
鏡
湖
」

（
山
下
）
「
え
っ
？
」

（
悦
子
）
「
鏡
湖
へ
行
っ
て
。
思
い
出
の
場
所
だ
か
ら
」

（
山
下
）
「
よ
し
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
ゆ
っ
く
り
と
話
を
し
よ
う
」

山
下
、
後
ろ
を
見
て
エ
ン
ジ
ン
を
ふ
か
す
。

○
コ
ン
ビ
ニ
、
外
、
夜

山
下
の
四
駆
が
バ
ッ
ク
し
、
急
発
進
す
る
。

店
内
の
立
ち
読
み
の
男
が
じ
っ
と
見
て
い
る
。

○
山
道
、
夜

満
月
で
あ
る
。

疾
走
す
る
山
下
の
四
駆
。
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○
同
、
カ
ー
ブ
、
夜

湖
が
見
え
て
く
る
。

月
光
を
映
し
、
と
て
も
美
し
い
。
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月
光
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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殺
意
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す
。



43

殺
意

○
車
内
、
夜

月
光
に
ひ
き
つ
る
山
下
と
悦
子
の
顔
。

（
山
下
）
「
俺
を
ゆ
す
る
気
か
？
」

（
悦
子
）
「
・
・
・
・
・
」

悦
子
、
窓
を
大
き
く
開
け
る
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
確
か
め
、

ド
ア
ロ
ッ
ク
を
は
ず
す
。

山
道
、
カ
ー
ブ
が
続
く
。

（
山
下
）
「
何
と
か
言
っ
た
ら
ど
う
な
ん
だ
？
」

（
悦
子
）
「
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
な
い
わ
」

悦
子
、
山
下
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に
細
工
を
す
る
。

（
山
下
）
「
じ
ゃ
、
一
体
何
な
ん
だ
？
あ
の
時
も
う
絶
対
、

俺
の
前
に
は
現
れ
な
い
っ
て
約
束
し
た
じ
ゃ
な
い
か
！
」

（
悦
子
）
「
・
・
・
・
・
」

（
山
下
）
「
俺
に
し
て
み
り
ゃ
、
大
金
だ
っ
た
ん
だ
ぞ
！
」

大
き
な
カ
ー
ブ
に
さ
し
か
か
り
、
悦
子
、

と
っ
さ
に
山
下
の
ハ
ン
ド
ル
に
し
が
み
つ
く
。

（
山
下
）
「
な
に
す
る
ん
だ
ー
っ
！
」

急
ブ
レ
ー
キ
の
音
。

○
湖
岸
の
崖
、
夜

湖
岸
の
崖
の
カ
ー
ブ
。
月
光
の
中
、
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湖
に
ダ
イ
ブ
す
る
四
駆
の
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
。

○
水
中
、
夜

月
明
か
り
で
、
浅
い
湖
の
底
に

四
駆
が
沈
ん
で
い
る
の
が
見
え
る
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
は
ず
し
、
ド
ア
を
開
け
、

助
手
席
か
ら
泳
ぎ
出
る
悦
子
。

山
下
は
運
転
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
は
ず
せ
ず
、

必
死
で
も
が
い
て
い
る
。

も
が
き
、
息
絶
え
る
山
下
の
断
末
魔
の
顔
。

○
水
面
、
夜

水
面
に
浮
上
す
る
悦
子
の
顔
。

月
明
か
り
に
美
し
く
映
え
る
。

○
湖
、
夜

月
光
に
映
え
る
湖
の
遠
景
。

沖
に
向
か
っ
て
泳
ぐ
悦
子
の
波
跡
。

○
湖
岸

崖
下
の
湖
岸
。

四
駆
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

パ
ト
カ
ー
、
救
急
車
、
警
官
、
他
。

木
村
刑
事
、
山
田
刑
事
も
い
る
。

（
山
田
）
「
や
は
り
事
故
で
し
ょ
う
ね
？
」

（
木
村
）
「
わ
か
ら
ん
。
ブ
レ
ー
キ
跡
が
あ
る
か
ら

ハ
ン
ド
ル
操
作
を
誤
っ
た
か
、
居
眠
り
か
、
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眼
の
錯
覚
か
、
そ
こ
ら
へ
ん
だ
ろ
う
」

（
山
田
）
「
先
ほ
ど
、
身
重
の
奥
さ
ん
が
確
認
に

こ
ら
れ
ま
し
て
、
そ
れ
は
可
哀
想
で
」

（
木
村
）
「
そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
。
生
ま
れ
て

く
る
子
も
か
わ
い
そ
う
だ
。
で
？
」

（
山
田
）
「
帰
り
際
に
奥
さ
ん
が
？
」

（
木
村
）
「
？
」

（
山
田
）
「
何
故
ス
コ
ッ
プ
が
あ
る
の
か
し
ら
？
と
」

（
木
村
）
「
お
と
と
い
は
な
か
っ
た
の
か
？
」

警
官
が
駆
け
込
ん
で
く
る
。

（
警
官
）
「
目
撃
者
が
現
れ
ま
し
た
。
コ
ン
ビ
ニ
で

昨
夜
若
い
女
が
こ
の
バ
ン
に
乗
る
の
を
見
た
と
」

（
木
村
）
「
若
い
女
？
」

（
警
官
）
「
え
え
、
２
５
，
６
の
髪
を
ア
ッ
プ
に
し
た

美
人
だ
そ
う
で
す
」

（
木
村
）
「
よ
し
、
山
田
。
す
ぐ
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
だ
」

（
山
田
）
「
は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
」

山
田
と
警
官
、
木
村
に
敬
礼
し
て
去
る
。

木
村
、
返
礼
し
た
あ
と
、
湖
を
見
な
が
ら
、

（
木
村
）
「
殺
す
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
？
」
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殺
意
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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東
尋
坊
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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東
尋
坊

○
道

木
村
刑
事
と
山
田
刑
事
が
歩
い
て
い
る
。

（
山
田
）
「
重
要
参
考
人
は
各
務
原
悦
子
２
５
才
。

ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
係
で
ま
だ
勤
め
た
ば
か
り
。

あ
の
日
以
来
店
に
は
来
て
い
ま
せ
ん
。
湖
周
辺
で
も

痕
跡
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
」

（
木
村
）
「
ふ
む
。
す
ぐ
に
手
配
し
よ
う
。

親
元
と
友
人
関
係
は
？
」

（
山
田
）
「
三
国
町
に
５
０
過
ぎ
の
母
親
が
１
人
で
住
ん
で
い
ま
す
。

北
海
道
松
前
か
ら
流
れ
て
き
た
海
女
で
、
こ
こ
十
年
来
の
稼
ぎ
頭

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
は
み
や
げ
物
店
の
店
頭
で
サ
ザ
エ
を
焼
い
て
い
ま
す
が
、

悦
子
に
は
高
校
卒
業
し
て
か
ら
１
度
も
会
っ
て
な
い
そ
う
で
す
」

（
木
村
）
「
そ
う
か
、
出
た
っ
き
り
か
」

（
山
田
）
「
友
人
関
係
は
、
高
校
時
代
の
陸
上
部
３
名
。

高
三
の
時
、
山
本
と
い
う
恋
人
を
亡
く
し
て
い
ま
す
」

（
木
村
）
「
あ
あ
、
よ
く
憶
え
て
い
る
」

（
山
田
）
「
そ
う
で
し
た
ね
、
あ
の
時
の
？
」

（
木
村
）
「
鏡
湖
で
入
水
自
殺
を
試
み
て
、

悦
子
は
助
か
り
山
本
は
水
死
し
た
。
そ
の
時

お
母
さ
ん
に
も
会
っ
て
い
る
、
病
院
で
」
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（
山
田
）
「
各
務
原
と
鏡
湖
で
す
か
？
」

（
木
村
）
「
ふ
む
」

木
村
刑
事
、
思
案
顔
で
黙
り
込
む
。

○
東
尋
坊
、
先
端

観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
東
尋
坊
の
先
端
。

木
村
刑
事
と
山
田
刑
事
が
い
る
。

絶
壁
を
覗
き
込
み
な
が
ら
、

（
山
田
）
「
こ
れ
じ
ゃ
、
落
ち
た
ら
い
ち
こ
ろ
で
す
ね
」

（
木
村
）
「
夜
も
こ
の
ま
ま
だ
か
ら
、
こ
わ
い
よ
な
」

（
山
田
）
「
死
神
に
取
り
付
か
れ
た
ら
、
つ
い
ふ
ら
ふ
ら
と
」

（
木
村
）
「
あ
り
う
る
な
。
後
ろ
か
ら
ど
つ
か
れ
て
も
一
発
だ
」

二
人
、
絶
壁
を
の
ぞ
き
こ
む
。

○
同
、
み
や
げ
通
り
、
夕

恵
が
店
頭
で
サ
ザ
エ
を
焼
い
て
い
る
。

夕
方
で
人
通
り
は
ま
ば
ら
。

木
村
と
山
田
、
恵
の
話
を
聞
い
て
い
る
。

（
恵
）
「
あ
の
子
も
私
と
同
じ
で
男
運
が
悪
う
て
ね
。

好
い
た
男
に
ゃ
逃
げ
ら
れ
る
し
。
い
や
な
男
に
ゃ

付
き
ま
と
わ
れ
る
し
。
悦
子
は
、
高
校
卒
業
し
て
か
ら
は

１
度
も
私
ん
と
こ
へ
は
帰
っ
と
ら
ん
。
名
古
屋
へ
行
く
と
か

言
う
と
っ
た
。
７
年
前
じ
ゃ
。
私
も
、
こ
う
見
え
て
も
忙
し

う
て
な
。
海
女
組
合
の
理
事
や
っ
て
る
し
、
ベ
テ
ラ
ン
よ
。
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今
で
も
時
々
潜
る
。
も
う
３
分
は
潜
ぐ
れ
ん
が
の
」

（
山
田
）
「
３
分
で
す
か
？
」

（
木
村
）
「
・
・
・
・
・
」

（
恵
）
「
今
じ
ゃ
２
分
が
え
え
と
こ
じ
ゃ
。
素
人
と
同
じ
じ
ゃ
、
ハ
ハ
」

（
木
村
）
「
悦
子
さ
ん
、
泳
ぎ
は
？
」

（
恵
）
「
子
ど
も
の
頃
か
ら
泳
ぎ
は
得
意
よ
。
あ
の
子
は
今
で
も

３
分
潜
る
よ
。
そ
れ
で
も
高
校
生
に
な
る
と
陸
上
部
に
入
り
よ
っ
た
。

よ
う
分
か
ら
ん
の
。
自
分
の
娘
で
も
、
ハ
ハ
ハ
」

木
村
、
山
田
、
サ
ザ
エ
を
食
べ
て
い
る
。
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東
尋
坊
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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思
い
出
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す
。
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思
い
出

○
イ
メ
ー
ジ

夕
暮
れ
の
東
尋
坊
の
遠
景
。

○
鈴
木
の
家
、
外

郊
外
の
新
築
の
一
軒
家
。

鈴
木
の
表
札
が
か
か
っ
て
い
る
。

木
村
刑
事
と
山
田
刑
事
が
や
っ
て
く
る
。

表
札
を
確
か
め
、

山
田
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
押
す
。

（
女
の
声
）
「
は
ー
い
、
ど
ち
ら
様
で
す
か
？
」

（
山
田
）
「
先
ほ
ど
電
話
い
た
し
ま
し
た
福
井
県
警
の

木
村
と
山
田
で
す
が
」

（
女
の
声
）
「
は
い
、
す
ぐ
参
り
ま
す
」

玄
関
の
扉
が
開
い
て
、
鈴
木
隼
人
と
瞳
が
出
て
く
る
。

瞳
は
赤
ん
坊
を
抱
い
て
い
る
。

（
木
村
）
「
ど
う
も
、
休
日
の
と
こ
ろ
す
み
ま
せ
ん
が
、

こ
の
方
ご
存
知
で
す
ね
？
」

木
村
、
写
真
を
見
せ
る
。

二
人
、
の
ぞ
き
こ
む
。

（
鈴
木
）
「
各
務
原
悦
子
？
知
っ
て
ま
す
」

（
瞳
）
「
同
じ
陸
上
部
で
し
た
。
す
ご
く

綺
麗
に
な
っ
た
み
た
い
、
髪
型
か
し
ら
？
」
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（
木
村
）
「
先
日
の
鏡
湖
転
落
事
故
の
参
考
人
と
し
て

探
し
て
ま
す
が
、
手
が
か
り
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

７
年
前
の
こ
と
で
恐
縮
で
す
が
、
何
か
心
当
た
り
？

鏡
湖
の
入
水
事
件
、
山
本
太
一
君
が
亡
く
な
っ
た
、

あ
の
頃
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」

（
鈴
木
）
「
あ
の
事
件
の
数
日
前
に
皆
で
バ
ー
べ
キ
ュ
ー

大
会
を
や
り
ま
し
た
、
鏡
湖
で
」

（
瞳
）
「
陸
上
部
の
卒
業
打
ち
上
げ
で
、
山
下
先
生
と
、

山
本
、
各
務
原
、
竹
内
佳
子
、
そ
れ
と
私
達
」

（
木
村
）
「
全
部
で
６
人
で
す
ね
？
場
所
は
？
」

（
鈴
木
）
「
西
岸
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。
（
瞳
を
見
て
）
佳
子

は
山
本
と
小
学
校
以
来
の
同
級
生
で
仲
が
よ
か
っ
た
よ
な
？
」

（
瞳
）
「
で
も
ね
、
実
は
悦
子
か
ら
山
本
君
に
付
き
ま
と
わ

れ
て
困
っ
た
も
の
だ
わ
と
聞
か
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
わ
」

（
鈴
木
）
「
い
つ
ご
ろ
？
」

（
瞳
）
「
高
三
に
な
っ
て
す
ぐ
の
頃
」

（
鈴
木
）
「
悦
子
が
山
下
先
生
を
慕
っ
て
い
た
事
は
、

皆
知
っ
て
た
よ
な
？
」

（
瞳
）
「
そ
う
、
そ
れ
は
。
そ
れ
と
な
く
皆
が
知
っ
て
た
わ
」

木
村
と
田
中
ず
っ
と
メ
モ
を
取
っ
て
い
る
。

○
美
容
室
、
内
、
朝
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開
店
前
の
美
容
室
の
中
。

竹
内
佳
子
が
、
木
村
、
山
田
と
話
し
て
い
る
。

（
佳
子
）
「
そ
う
、
あ
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
時
、
瞳
が
、

山
下
先
生
い
つ
田
中
先
生
と
結
婚
す
る
ん
で
す
か
？
と

質
問
し
て
、
山
下
先
生
ど
ぎ
ま
ぎ
し
て
、
あ
の
時
の

山
下
先
生
を
見
つ
め
る
悦
子
の
目
は
異
常
で
し
た
。
そ
う
そ
う
、

あ
の
時
悦
子
が
言
っ
た
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
」

○
イ
メ
ー
ジ

７
年
前
の
キ
ャ
ン
プ
場
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
食
材
を
点
検
し
な
が
ら
、

肉
を
串
に
刺
し
て
い
る
悦
子
、
佳
子
、
瞳
。

（
悦
子
）
「
そ
ん
な
も
ん
、
な
か
な
か
結
婚
な
ん
て

で
け
へ
ん
わ
。
ふ
ん
。
は
よ
食
べ
よ
」

瞳
と
佳
子
、
顔
を
見
合
す
。
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思
い
出
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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雪
の
鏡
湖
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。



58

雪
の
鏡
湖

○
道

木
村
と
山
田
が
歩
い
て
い
る
。

（
山
田
）
「
な
か
な
か
各
務
原
悦
子
の
行
方

が
分
か
り
ま
せ
ん
ね
」

（
木
村
）
「
あ
あ
」

（
山
田
）
「
名
古
屋
あ
た
り
か
、
ど
こ
か
で
死
ん
で
た
り
し
て
」

（
木
村
）
「
そ
れ
は
な
い
」

（
山
田
）
「
え
っ
？
」

（
木
村
）
「
も
し
自
殺
す
る
ん
だ
っ
た
ら
、
必
ず

そ
の
前
に
姿
を
現
す
、
こ
こ
に
」

山
田
、
い
ぶ
か
し
げ
に
木
村
を
見
る
。

（
山
田
）
「
・
・
・
・
？
」

（
木
村
）
「
俺
の
勘
だ
」

○
イ
メ
ー
ジ

サ
ザ
エ
を
焼
く
各
務
原
恵
の
明
る
い
笑
顔
。

（
恵
の
声
）
「
あ
の
子
も
私
と
一
緒
で
、
男
運
が
悪
う
て
ね
。

好
い
た
男
に
ゃ
逃
げ
ら
れ
る
し
、
い
や
な
男
に
ゃ
付
き
ま
と
わ
れ
る
し
ね
」

○
屋
台
、
内
、
夜

木
村
と
山
田
、
飲
ん
で
い
る
。

○
同
、
外
、
夜
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雪
が
ち
ら
つ
い
て
い
る
。

木
村
と
山
田
が
暖
簾
を
分
け
て
出
て
く
る
。

（
山
田
）
「
も
う
雪
か
。
各
務
原
悦
子
は
ど
こ
に
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
？
」

（
木
村
）
「
こ
の
近
く
だ
」

（
山
田
）
「
？
」

二
人
歩
く
後
姿
。

暗
闇
に
雪
が
降
り
し
き
る
。

○
鏡
湖
、
民
宿
の
庭

湖
は
一
面
雪
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

小
春
日
和
で
あ
る
。

民
宿
の
東
山
老
人
と
孫
娘
ア
キ
が
、

雪
の
上
、
外
庭
で
話
し
て
い
る
。

（
ア
キ
）
「
じ
い
じ
、
春
は
ま
だ
な
の
？
」

（
老
人
）
「
春
は
も
う
す
ぐ
じ
ゃ
。
雪
が
こ
ん
な
に
積
も
る
と
、

そ
の
下
に
は
春
が
少
し
ず
つ
芽
吹
い
て
く
る
の
じ
ゃ
」

（
ア
キ
）
「
ふ
ー
ん
。
春
は
雪
ノ
下
に
あ
る
ん
だ
ね
」

ア
キ
、
し
ゃ
が
ん
で
雪
を
掘
る
。

（
老
人
）
「
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
」

美
し
い
雪
の
鏡
湖
。

○
車
販
売
店
、
外

雪
か
き
さ
れ
て
い
る
店
舗
。

新
車
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
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桜
の
木
が
１
本
植
わ
っ
て
い
る
。

乗
用
車
が
１
台
入
っ
て
く
る
。

鈴
木
が
下
り
て
き
て
桜
の
木
を
見
る
。

（
鈴
木
）
「
も
う
す
ぐ
春
か
？
」

鈴
木
、
店
内
に
入
る
。

○
同
、
店
内

手
前
に
鈴
木
の
机
。

奥
に
課
長
の
机
。

電
話
が
鳴
る
。

（
鈴
木
）
「
早
い
な
」

鈴
木
、
受
話
器
を
取
る
。

（
鈴
木
）
「
は
い
、
オ
ー
ト
自
動
車
販
売
、
営
業
の
鈴
木
で
す
」

（
悦
子
の
声
）
「
鈴
木
君
？
鈴
木
隼
人
君
？
各
務
原
悦
子
で
す
」

（
鈴
木
）
「
え
っ
？
各
務
原
さ
ん
？
君
、
今
ど
こ
に
い
る
ん
だ
？

み
ん
な
が
さ
が
し
て
る
よ
」

（
悦
子
の
声
）
「
内
緒
に
し
て
て
、
誰
に
も
言
っ
ち
ゃ
だ
め
よ
。

今
日
の
午
後
３
時
、
鏡
湖
に
来
て
。
何
も
か
も
話
し
ま
す
。

竹
内
佳
子
も
呼
ん
で
あ
る
わ
。
絶
対
に
他
言
は
無
用
よ
。

３
人
だ
け
の
同
窓
会
、
３
時
に
ね
（
ガ
チ
ャ
）
」

鈴
木
、
受
話
器
を
置
き
、
卓
上
の
メ
モ
に
、

『
鏡
湖
、
３
時
』

と
、
大
き
く
書
き
と
ど
め
る
。
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（
鈴
木
）
「
佳
子
も
来
る
ん
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
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雪
の
鏡
湖
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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真
実
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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真
実

○
湖
岸
、
キ
ャ
ン
プ
場

こ
こ
数
日
の
小
春
日
和
で
道
の
雪
は
解
け
て
い
る
が

周
り
に
は
雪
が
ま
だ
の
こ
っ
て
い
る
。

湖
の
氷
も
融
け
か
け
て
き
て
い
る
。

『
氷
上
危
険
』
の
た
て
看
板
。

タ
ク
シ
ー
が
１
台
来
て
止
ま
る
。

美
し
い
着
物
姿
の
悦
子
が
下
り
て
く
る
。

（
運
転
手
）
「
夕
方
か
ら
天
気
が
崩
れ
ま
す
か
ら
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」

（
悦
子
）
「
あ
り
が
と
う
。
友
人
が
二
人
、
車
で
来
る
か
ら
大
丈
夫
で
す
」

運
転
手
、
会
釈
し
て
車
走
り
去
る
。

悦
子
、
氷
の
湖
を
じ
っ
と
見
て
い
る
。

○
車
販
売
店
、
外

店
内
の
課
長
が
見
え
る
。

○
同
、
内

電
話
が
鳴
る
。

課
長
が
取
る
。

（
課
長
）
「
は
い
、
オ
ー
ト
自
販
で
す
。
あ
、
奥
さ
ん
、
ご
主
人
今

営
業
に
出
て
い
ま
す
。
確
か
三
時
に
ど
こ
や
ら
の
メ
モ
が
。

ち
ょ
っ
と
お
待
ち
く
だ
さ
い
」

課
長
、
鈴
木
の
卓
上
を
見
る
。



65

（
課
長
）
「
鏡
湖
３
時
と
メ
モ
に
書
い
て
あ
り
ま
す
」

○
鈴
木
の
家
、
内

瞳
が
電
話
を
し
て
い
る
。

向
こ
う
に
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
が
見
え
る
。

（
瞳
）
「
鏡
湖
３
時
。
分
か
り
ま
し
た
。
ど
う
も
」

瞳
、
静
か
に
受
話
器
を
置
き
、
宙
を
見
つ
め
る
。

○
鏡
湖
、
キ
ャ
ン
プ
場

か
な
り
の
雪
が
残
っ
て
い
る
。

悦
子
が
中
央
に
立
っ
て
い
る
。

佳
子
の
軽
自
動
車
が
来
て
止
ま
る
。

ド
ア
を
開
け
て
佳
子
が
下
り
て
く
る
。

（
悦
子
）
「
お
ひ
さ
し
ぶ
り
、
佳
子
さ
ん
」

（
佳
子
）
「
悦
子
さ
ん
・
・
・
」

佳
子
、
悦
子
の
美
し
い
着
物
姿
に
見
と
れ
て
い
る
。

す
ぐ
に
も
う
１
台
乗
用
車
が
現
れ
る
。

ド
ア
が
開
い
て
鈴
木
が
下
り
て
く
る
。

（
鈴
木
）
「
お
ひ
さ
し
ぶ
り
。
悦
子
さ
ん
」

（
悦
子
）
「
お
久
し
ぶ
り
。
・
・
・
３
人
だ
け
の
同
窓
会
、

皆
さ
ん
、
お
幸
せ
の
よ
う
で
す
ね
？
」

（
鈴
木
）
「
山
下
先
生
を
殺
し
た
の
は
悦
子
さ
ん
だ
ね
」

（
悦
子
）
「
ホ
ホ
ホ
、
ど
う
し
て
分
か
る
の
そ
ん
な
事
？

あ
れ
は
事
故
よ
。
山
下
は
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
そ
こ
な
っ
て
湖

に
突
っ
込
ん
だ
の
よ
。
私
は
運
良
く
逃
げ
出
せ
た
だ
け
の
こ
と
よ
」
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（
鈴
木
）
「
や
は
り
そ
う
か
。
君
は
泳
ぎ
が
達
者
だ
か
ら
、

秋
の
湖
で
も
・
・
・
」

（
悦
子
）
「
そ
う
よ
、
へ
っ
ち
ゃ
ら
よ
」

開
き
直
っ
た
悦
子
の
顔
。

○
イ
メ
ー
ジ

湖
岸
の
崖
の
カ
ー
ブ
。
月
光
の
中
、
湖
に

ダ
イ
ブ
す
る
四
駆
の
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
。

○
イ
メ
ー
ジ

水
中
、
月
明
か
り
で
浅
い
湖
の
底
に

四
駆
が
沈
ん
で
い
る
の
が
見
え
る
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
は
ず
し
ド
ア
を
開
け
泳
ぎ
出
る
悦
子
。

山
下
は
運
転
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
は
ず
せ
ず
、

必
死
で
も
が
い
て
い
る
。

も
が
き
息
絶
え
る
山
下
の
断
末
魔
の
顔
。

○
イ
メ
ー
ジ

水
面
に
浮
上
す
る
、
月
明
か
り
に
美
し
く

映
え
る
悦
子
の
顔
。
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真
実
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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吹
雪
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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吹
雪

○
元
の
キ
ャ
ン
プ
場

悦
子
、
鈴
木
、
佳
子
が
い
る
。

（
佳
子
）
「
も
し
か
し
て
、
山
本
太
一
君
も
あ
な
た
が
計
画
的
に
殺
し
た
の
？
」

（
悦
子
）
「
ホ
ホ
ホ
、
そ
の
通
り
よ
。
一
度
体
を
許
し
た
ら
、
も
う

狂
お
し
い
ま
で
に
私
を
付
回
す
の
よ
。
う
ざ
い
っ
た
ら
あ
り
ゃ
し
な
い
」

（
佳
子
）
「
で
も
、
殺
さ
な
く
て
も
？
」

（
悦
子
）
「
山
本
太
一
は
、
一
緒
に
な
ら
な
き
ゃ
、
何
も
か
も
山
下
先
生
に

ば
ら
し
て
し
ま
う
っ
て
言
う
の
よ
。
そ
ん
な
こ
と
さ
れ
た
ら
、
大
好
き
な

山
下
先
生
は
私
の
元
か
ら
去
っ
て
い
く
・
・
・
」

（
佳
子
）
「
だ
か
ら
殺
し
た
の
？
」

（
悦
子
）
「
太
一
と
心
中
な
ん
て
ば
か
ば
か
し
い
。
た
ら
ふ
く

睡
眠
薬
を
飲
ま
せ
て
、
湖
の
中
へ
引
き
ず
り
込
ん
で
や
っ
た
」

（
佳
子
）
「
悦
子
さ
ん
・
・
・
」

○
イ
メ
ー
ジ

水
中
で
セ
ー
ラ
ー
服
の
悦
子
が
、
山
本
の
背
中
を

蹴
り
沈
め
て
い
る
。
や
が
て
山
本
は
下
に
沈
み
、

悦
子
は
浮
上
す
る
。

○
イ
メ
ー
ジ

水
面
に
浮
上
し
て
大
き
く
息
を
継
ぐ
悦
子
の
顔
。

○
元
の
キ
ャ
ン
プ
場



70

悦
子
、
鈴
木
、
佳
子
が
い
る
。

（
鈴
木
）
「
山
下
先
生
に
は
も
う
す
ぐ
お
子
さ
ん
が

生
ま
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。
君
は
知
っ
て
い
た
の
か
？
」

（
悦
子
）
「
も
ち
ろ
ん
よ
。
７
年
前
、
私
は
散
々
も
て
あ
そ
ば
れ
た
。

田
中
先
生
と
結
婚
し
た
山
下
先
生
は
、
私
を
裏
切
っ
た
の
よ
。

も
う
２
度
と
自
分
の
前
に
は
現
れ
な
い
で
く
れ
と
言
っ
て
、

多
額
の
お
金
を
渡
さ
れ
た
わ
」

（
鈴
木
）
「
な
の
に
、
な
ぜ
？
」

（
悦
子
）
「
私
の
血
な
の
よ
。
ど
う
し
よ
う
も
で
き
な
い
私
の

体
内
を
流
れ
る
血
が
、
何
も
か
も
を
悪
い
方
向
へ
と
、

巻
き
込
ん
で
い
く
の
よ
。
こ
れ
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
よ
」

（
佳
子
）
「
耐
え
切
れ
な
か
っ
た
」

（
悦
子
）
「
そ
う
、
命
に
宿
る
宿
業
は
ど
う
や
っ
て
も
変
え
き
れ

な
い
の
よ
。
命
の
奥
底
で
す
さ
ま
じ
い
情
念
が
私
の
体
を
勝
手
に

破
滅
へ
と
走
ら
せ
る
の
よ
。
全
て
の
知
恵
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
中
さ
せ
て
」

（
鈴
木
）
「
そ
れ
で
山
下
先
生
を
」

（
悦
子
）
「
そ
う
。
山
下
先
生
も
私
の
殺
意
を
本
能
的
に

察
知
し
て
い
た
と
思
う
。
私
も
車
に
乗
り
込
ん
だ
時
、

も
う
先
生
の
殺
意
を
感
じ
取
っ
て
い
た
。
私
の
武
器
は

母
親
か
ら
も
ら
っ
た
水
中
３
分
間
の
息
止
め
だ
け
。
そ
れ
を

最
大
限
に
活
用
す
る
し
か
な
い
。
水
が
入
る
よ
う
に
窓
を

少
し
だ
け
開
け
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
っ
か
り
と
締
め
て
、

山
下
先
生
の
ベ
ル
ト
に
細
工
を
し
た
。
意
を
決
し
て
思
い
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切
り
ハ
ン
ド
ル
に
し
が
み
つ
い
た
。
こ
こ
が
１
番
浅
い

湖
底
と
知
っ
て
い
た
か
ら
」

（
鈴
木
）
「
な
ん
て
こ
と
を
」

（
佳
子
）
「
・
・
・
・
（
涙
）
」

（
悦
子
）
「
全
て
は
う
ま
く
い
っ
た
の
よ
。
水
の
中
は
静
か
で

と
て
も
美
し
い
。
今
度
生
ま
れ
て
く
る
時
は
、
過
去
の
宿
業

を
断
ち
切
っ
て
、
清
ら
か
な
命
で
生
ま
れ
て
き
た
い
。
・
・
・

た
だ
そ
れ
だ
け
、
あ
な
た
達
に
言
い
た
か
っ
た
事
は
」

悦
子
、
湖
面
の
氷
上
へ
小
走
り
に
駆
け
上
が
る
。

（
佳
子
）
「
悦
子
さ
ん
、
あ
ぶ
な
い
！
」

悦
子
、
さ
ら
に
氷
上
を
沖
へ
と
向
か
う
。

佳
子
、
駆
け
寄
ろ
う
と
す
る
。

（
鈴
木
）
「
佳
子
さ
ん
、
行
っ
ち
ゃ
だ
め
だ
！

彼
女
と
心
中
す
る
こ
と
に
な
る
、
佳
子
さ
ん
！
」

佳
子
、
立
ち
止
ま
る
。

（
佳
子
）
「
悦
子
さ
ん
！
」

悦
子
、
さ
ら
に
沖
へ
向
か
う
。
と
そ
の
時
、

一
天
に
わ
か
に
掻
き
曇
り
。
雷
鳴
が
轟
く
。

稲
妻
が
走
り
、
ひ
ょ
う
が
降
っ
て
く
る
。

（
鈴
木
、
佳
子
）
「
悦
子
さ
ー
ん
！
」

悦
子
、
に
っ
こ
り
笑
っ
て
両
手
を
挙
げ
、

氷
の
割
れ
目
に
水
没
す
る
。

雷
鳴
、
稲
妻
、
ひ
ょ
う
が
降
る
。
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鈴
木
、
佳
子
を
か
ば
っ
て
乗
用
車
に
乗
り
込
む
。

佳
子
、
涙
に
く
れ
て
い
る
。

も
の
す
ご
い
吹
雪
。
視
界
は
ゼ
ロ
に
近
い
。

そ
の
中
を
、
赤
灯
を
回
転
さ
せ
な
が
ら

パ
ト
カ
ー
が
１
台
ゆ
っ
く
り
と
来
る
。

鈴
木
の
車
に
横
付
け
し
て
止
ま
る
。

パ
ト
カ
ー
の
ド
ア
が
開
く
。

木
村
刑
事
が
出
て
来
て
、
鈴
木
の
車
の

後
部
ド
ア
を
す
ば
や
く
開
け
る
。
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吹
雪
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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眠
る
湖
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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眠
る
湖

○
鈴
木
の
車
、
内

後
部
ド
ア
が
開
い
て
木
村
刑
事
が
乗
り
込
む
。

（
鈴
木
）
「
あ
、
刑
事
さ
ん
」

（
木
村
）
「
ふ
む
、
奥
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
っ
て
、
た
ど
り
着
い
た
ら
こ
の
吹

雪
だ
」

佳
子
、
助
手
席
で
泣
い
て
い
る
。

（
鈴
木
）
「
悦
子
は
た
っ
た
今
、
氷
上
の
割
れ
目
に
水
没
し
ま
し
た
」

（
木
村
）
「
そ
う
か
。
覚
悟
の
入
水
自
殺
だ
っ
た
ん
だ
な
。

こ
れ
じ
ゃ
助
か
る
ま
い
。
寒
波
再
来
、
捜
索
は
無
理
だ
。
先
導
す
る
。

ゆ
っ
く
り
と
パ
ト
カ
ー
の
後
に
着
い
て
来
な
さ
い
。

佳
子
さ
ん
の
車
は
私
が
運
転
す
る
」

（
鈴
木
）
「
分
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

○
山
道
、
夕

吹
雪
の
山
道
を
列
を
な
し
て
ゆ
っ
く
り
と
進
む
３
台
の
車
。

○
鏡
湖
、
夕

ふ
ぶ
き
舞
う
鏡
湖
の
遠
景
。

○
鏡
湖

積
雪
の
鏡
湖
。
晴
天
で
あ
る
。

民
宿
の
庭
で
、
東
山
老
人
が
孫
娘
ア
キ
と
話
し
て
い
る
。

（
ア
キ
）
「
な
か
な
か
春
は
来
な
い
ね
」
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（
老
人
）
「
あ
ー
。
な
か
な
か
春
は
来
な
い
。
じ
ゃ
が
、

冬
は
必
ず
春
と
な
る
。
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
」

ア
キ
、
無
心
に
雪
を
掘
っ
て
い
る
。

○
車
販
売
店
、
外

二
分
咲
き
の
桜
が
見
え
る
。

鈴
木
の
車
が
入
っ
て
く
る
。

鈴
木
、
降
り
て
桜
に
眼
を
や
る
。

（
鈴
木
）
「
も
う
春
か
？
」

○
湖
岸

ま
だ
氷
の
張
っ
た
湖
岸
の
桜
並
木
を

帽
子
を
か
ぶ
っ
た
東
山
老
人
が
歩
い
て
い
る
。

老
人
、
岸
辺
を
見
、
は
っ
と
立
ち
止
ま
る
。

老
人
、
ゆ
っ
く
り
と
水
面
に
下
り
る
。

か
が
み
こ
ん
で
氷
の
湖
面
を
覗
き
込
む
。

帽
子
を
掴
み
氷
の
面
を
磨
く
。

氷
に
閉
ざ
さ
れ
た
美
し
い
着
物
姿
の
悦
子
の
顔
。

○
鏡
湖
の
遠
景

パ
ト
カ
ー
、
救
急
車
が
止
ま
っ
て
い
る
。

人
垣
に
木
村
刑
事
と
山
田
刑
事
が
い
る
。

恵
の
姿
が
見
え
る
。

（
恵
の
声
）
「
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
、
悦
子
で
す
。
・
・
・

主
人
が
死
ん
で
、
北
海
道
か
ら
１
０
才
の
悦
子
を
連
れ
て
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福
井
に
来
ま
し
た
。
北
海
道
の
昆
布
漁
に
比
べ
れ
ば
、

ま
だ
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
楽
な
も
ぐ
り
で
し
た
。

不
倫
同
士
が
恋
仲
に
な
っ
て
し
も
う
て
。

主
人
は
自
殺
し
た
と
で
す
」

○
イ
メ
ー
ジ

東
尋
坊
の
遠
景
。

（
恵
の
声
）
「
そ
の
時
の
恋
人
が
、
北
海
道
の
自
分
の
家
族

を
捨
て
て
、
福
井
ま
で
追
い
か
け
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

そ
の
男
は
１
５
の
悦
子
を
犯
し
た
と
で
す
。
私
と
悦
子
は
、

夜
陰
に
ま
ぎ
れ
て
、
そ
の
男
を
だ
ま
し
、
東
尋
坊
の
北
の
崖

か
ら
突
き
落
と
し
ま
し
た
」

○
回
想
、
月
夜
の
東
尋
坊
、
崖
の
上

月
明
か
り
、
東
尋
坊
北
側
の
草
原
。

絶
壁
の
上
に
悦
子
が
赤
灯
を
持
っ
て
立
っ
て
い
る
。

向
こ
う
か
ら
白
灯
の
男
が
近
づ
い
て
く
る
。

草
む
ら
に
身
を
隠
す
母
、
恵
。

長
い
竹
や
り
を
持
っ
て
構
え
て
い
る
。

（
男
）
「
悦
子
」

（
悦
子
）
「
こ
こ
よ
」

赤
灯
に
白
灯
が
急
接
近
す
る
。

白
灯
め
が
け
て
恵
の
竹
や
り
が
突
進
し
て
い
く
。

（
男
）
「
わ
ー
っ
！
」
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宙
に
飛
ぶ
白
灯
と
男
の
影
。

○
イ
メ
ー
ジ

月
夜
の
東
尋
坊
。

絶
壁
の
上
か
ら
白
灯
と
共
に

海
に
転
落
す
る
男
の
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
。

崖
の
上
。
月
下
に
た
た
ず
む
母
娘
の
影
。

（
恵
の
声
）
「
と
に
か
く
、
わ
し
ら
は
男
運
が

悪
か
と
で
す
。
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
で
す
。

今
度
生
ま
れ
て
く
る
時
は
、
ほ
ん
と

清
ら
か
な
命
で
と
願
う
と
り
ま
す
」

○
イ
メ
ー
ジ

鏡
湖
の
水
中
。

沈
み
行
く
高
校
生
の
山
本
太
一
と

セ
ー
ラ
ー
服
の
悦
子
の
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
。

○
イ
メ
ー
ジ

月
下
の
鏡
湖
に
ダ
イ
ブ
す
る
山
下
の
四
駆
。

○
イ
メ
ー
ジ

雪
の
鏡
湖
の
氷
上
か
ら
水
没
す
る
着
物
姿
の
悦
子
。

悲
し
く
も
美
し
い
そ
の
眼
差
し
が
ゆ
っ
く
り
と

氷
の
割
れ
目
に
沈
ん
で
い
く
。
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眠
る
湖
（
後
書
き
）

夏
季
出
張
の
た
め
次
期
作
品
は
９
月
下
旬
か
ら
発
表
し
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

眠る湖（私は何も見ていないシリーズ３）
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